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AGENDA

第７次エネルギー基本計画の概要

関西電力グループの
ゼロカーボンに向けた取り組み

「ゼロカーボンビジョン2050」
「ゼロカーボンロードマップ」



The Kansai Electric Power Co., Inc.

3

AGENDA

関西電力グループの
ゼロカーボンに向けた取り組み

「ゼロカーボンビジョン2050」
「ゼロカーボンロードマップ」
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42 0 2 1 . 2 公 表

「 ゼ ロ カ ー ボ ン エ ネ ル ギ ー の リ ー デ ィ ン グ カ ン パ ニ ー 」
を 目 指 し 、 2 0 5 0 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 実 現 に 向 け た

宣 言 を し て い ま す 。

関西電力グループの取組み
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52 0 2 1 . 2 公 表

関 西 電 力 グ ル ー プ 「 ゼ ロ カ ー ボ ン ビ ジ ョ ン 2 0 5 0 」

 関西電力グループは「ゼロカーボンエネルギーのリーディングカンパニー」として
グループのリソースを結集するとともに、お客さまや、ビジネスパートナー、国や
自治体、研究機関等と連携して、次の３つの柱に取り組みます。

全ての部門（家庭、業務、産業、運輸）に
おいて、お客さまのゼロカーボン化を実現
する最適なソリューションを提供します。

安全確保を前提に電気をゼロカーボン化し、
エネルギー自給率向上による安定供給や
経済性を同時に達成できる電源の最適な

組み合わせを実現します。

水素社会の実現に大きな役割を果たせるよう
非化石エネルギーを活用したゼロカーボン

水素の製造・輸送・供給、発電用燃料として
の使用に挑戦します。

関西電力グループの取組み
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62 0 2 1 . 2 公 表関西電力グループの取組み

関 西 電 力 グ ル ー プ が 考 え る 2 0 5 0 年 の エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム
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72 0 2 4 . 4 改 定関西電力グループの取組み

ゼ ロ カ ー ボ ン ロ ー ド マ ッ プ の 全 体 像

再エネ拡大への対応

お客さまや
社会の皆さまと

取組むこと
送配電事業における連系線等強化､分散型グリッド運用､VPP制御システムの構築

関
西
電
力
グ
ル
ー
プ

自
ら
取
組
む
こ
と

再エネの主力電源化

原子力7基の安定運転継続、運用高度化

原子力の新増設・リプレースに向けた取組み 水素製造への活用

火力ゼロカーボン燃料(水素･アンモニア)混焼への取組み

CO2の輸送・貯留に向けた取組み

水素等の調達・販売に向けた取組み

専焼化への取組み

再エネ

原子力

ゼロカーボン
火力

水素

CCUS
火力へのCO2の分離・回収技術導入 CO2分離･回収量の拡大

｢省エネ｣｢電化｣｢創エネ｣｢オフセット｣による社会全体のCO2排出量削減に向けた取組み

出典:関西電力グループ ゼロカーボンロードマップ（https://www.kepco.co.jp/sustainability/environment/zerocarbon/roadmap.html）

2030 2050

目
標
に
向
け
た
道
筋

GHG
（温室効果ガス）

削減目標

削減貢献量目標

その他の目標
 お客さまにお届けする電気のCO2排出係数

 保有する社有車電動化率

2025

事業活動による
排出係数

サプライチェーン全体の排出量

社会全体のCO2排出量

55%削減 70%削減

50%削減

700万t以上

トップランナー水準

100%

Scope4

Scope1,2,3

Scope1,2

目
標
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82 0 2 4 . 4 改 定関西電力グループの取組み

2 0 3 0 年 度 に 向 け た 削 減 目 標

• 2030年度に向けて、関西電力グループの事業活動からの温室効果ガス削減を着実に進め
るとともに、サプライチェーン全体の排出量削減に向けた取組みを進めてきます。

• これを土台として、お客さまや社会の皆さまのCO2排出量削減に貢献します。
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92 0 2 4 . 4 改 定関西電力グループの取組み

G H G （ 温 室 効 果 ガ ス ） 削 減 目 標 と 削 減 貢 献 量 目 標
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102 0 2 4 . 4 改 定

関 西 電 力 グ ル ー プ 自 ら 取 り 組 む こ と
（ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー ）

関西電力グループの取組み
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112 0 2 4 . 4 改 定

関 西 電 力 グ ル ー プ 自 ら 取 り 組 む こ と （ 原 子 力 ）

関西電力グループの取組み
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122 0 2 4 . 4 改 定

関 西 電 力 グ ル ー プ 自 ら 取 り 組 む こ と  ( ゼ ロ カ ー ボ ン 火 力 )

関西電力グループの取組み
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132 0 2 4 . 4 改 定

関 西 電 力 グ ル ー プ 自 ら 取 り 組 む こ と  ( C C U S )

関西電力グループの取組み
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142 0 2 4 . 4 改 定

関 西 電 力 グ ル ー プ 自 ら 取 り 組 む こ と （ 水 素 ）

関西電力グループの取組み
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152 0 2 4 . 4 改 定関西電力グループの取組み

お 客 さ ま や 社 会 の 皆 さ ま と と も に 取 り 組 む こ と
（ 業 務 ・ 産 業 分 野 ）
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162 0 2 4 . 4 改 定

お 客 さ ま や 社 会 の 皆 さ ま と と も に 取 り 組 む こ と
（ 家 庭 分 野 ）

関西電力グループの取組み
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172 0 2 4 . 4 改 定

お 客 さ ま や 社 会 の 皆 さ ま と と も に 取 り 組 む こ と
（ 運 輸 分 野 ）

関西電力グループの取組み
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18関西電力グループの取組み

参考 ｜ 運輸分野のゼロカーボンソリューション（実証）

①相乗りワゴンタクシー
（神奈川県箱根町）

②EVバス自動運転
（大阪府豊中市）

③走行中ワイヤレス給電
（大阪府大阪市）

車両1台あたりの乗車率を向上
させることでCO2排出量削減を
図る

EVバスでの運行により、走行中
のCO2排出量ゼロを実現

・大阪・関西万博会場内で、走
行しながら充電できる「走行中
給電システム」を実証

・将来的には再生可能エネル
ギーの最大限利用を目指す
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192 0 2 4 . 4 改 定

お 客 さ ま や 社 会 の 皆 さ ま と と も に 取 り 組 む こ と
（ コ ミ ュ ニ テ ィ 分 野 ）

関西電力グループの取組み
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スマートエコタウン星田の概要

Zero carbon

開発の考え方

エリアマネジメントを導入したスマートエコタウン

Townscape

6つの約束に取り組み、サステナブルなまちづくりを目指します。

住まいの防犯対策や街区内の
見守りなど、スマートエコタウン星田
の暮らしのセキュリティ体制を強化
しています。

万一の災害時の避難生活などに備え、
非常時に役立つさまざまな設備を導入
しています。

｢医師や看護師に気軽に相談できる安心」を
子育て中のご家庭に届けるサービスを導入
しています。

Resilience Wellness

Security

地球環境に配慮し、サステナブルな社会を
目指す、積極的な脱炭素に取り組んで
います。

品位ある美しいまち並みが将来まで
維持されるよう、住まいづくりにおける
さまざまな規定を制定します。

Community
住まう方々が交流し、
歓び合える、ぬくもりある
コミュニティ形成に取り
組んでいます。

住宅＋商業+医療の大規模複合開発内にある
576家族の豊かな暮らしの舞台。

●所在地

交野市星田駅北土地区画整理事業(一括代行事業者:戸田建設(株))街区内

●面積

約263,000㎡(甲子園球場約6.8個分)内の一部

●構成および用途

戸建住宅(シエリアガーデン星田ほか 194戸)
集合住宅(シエリアシティ星田駅前 382戸）

●開発事業者等

【戸建ブロック】
  開発事業者:関電不動産開発(株)、パナソニックホームズ(株) 、住友林業(株) 、

積水ハウス(株) 
【マンションブロック】
開発事業者:関電不動産開発(株) 
設計事業者:株式会社都市建(一級建築士事務所）
施工事業者:(株)⾧谷工コーポレーション

エリア価値向上につながる幅広い
          エリアマネジメントサポートサービスの提供

※ 画像はイメージです。

関西電力グループが
担うこと

関西初!全邸オール電化・ZEH仕様等を
                 実装したスマートエコタウンの実現※1

※1 「高層ZEH-M(ゼッチ・マンション)実証事業 交付決定事業」・「超高層ZEH-M(ゼッチ・マンション)実証事業 交付決定事業」(経済産業省)、「高層ZEH-M(ゼッチ・マンション)支援事業 交付決定事業」(環境省)の公開情報に基づき、対象マンショにおける
戸建街区との複合開発有無を確認。中低層の全戸ZEHマンションにおける戸建街区との複合開発有無に関してはMRC調べ(2022年5月時点)。

郊外の駅前再開発 スマートエコタウン星田関西電力グループの取組み
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扉は常に施錠状態

防滴IPX基準の設計

関西初!全邸オール電化・ZEH仕様等を実装したスマートエコタウンの実現※１

外皮等の断熱性能を
大幅に向上させます。

高効率な設備・システムの
導入により省エネ化します。

エネルギーを自ら創出します。

断熱性能向上Ａ 高効率な設備導入Ｂ 再生可能エネルギー
（太陽光発電）

Ｃ
様々なメリットを
創出します!

高効率空調
高効率換気
高効率照明
高効率給湯

高性能
省エネ型

居住性向上

光熱費削減

CO2削減

戸建･マンションいずれもオール電化で、ZEH基準※2をクリアしています。

創エネ＋減(省)エネによる環境性・経済性の向上、暮らしのサポートによる利便性向上

1

太陽光発電による創エネおよび高効率給湯器等による減(省)エネを実施します。2

IoT宅配ボックスにより安心で便利な生活を実現。再配達を減らすことで、CO2排出量の削減も期待できます。3

戸建ブロック
Nearly ZEH※3以上を取得

充電設備

高効率給湯

不在時でも宅配ボックスが荷物を受け取り、
時間を気にせずお出かけできます。
将来的には宅配ボックスから発送するサービスも
検討しています。
※ 使用条件などがあります。

222 1

3

ＣＣ 高断熱外皮

ＡＡ

ＢＢ

ＣＣ

※2 「Net Zero Energy House」の略称で、省エネルギーを実現した上で再生エネルギー等を導入することにより、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロにすることを目指した住宅。マンションは「ZEH-M Oriented」を指す。
※3 1年間の一次エネルギー消費量を75％以上削減できる住宅。
※4 断熱性能を向上させ、省エネ性能の高い設備を導入することで、年間の一次エネルギー消費量を20％以上削減したマンション。

マンションブロック
ZEH-M Oriented※4を取得

IoT宅配ボックス

太陽光発電

222

高断熱工法

Low-E複層ガラス

高断熱浴槽

人感センサーライト

LED照明

エコキュート

Ａ
Ａ

Ｂ

3

3
※ IoT宅配ボックスは
エントランスホール横に設置。

※ IoT宅配ボックスは主に玄関前に設置。

メリット

※画像はイメージです。

※1 「高層ZEH-M(ゼッチ・マンション)実証事業 交付決定事業」・「超高層ZEH-M(ゼッチ・マンション)実証事業 交付決定事業」(経済産業省)、「高層ZEH-M(ゼッチ・マンション)支援事業 交付決定事業」(環境省)の公開情報に基づき、対象マンションにおけ
る戸建街区との複合開発有無を確認。中低層の全戸ZEHマンションにおける戸建街区との複合開発有無に関してはMRC調べ(2022年5月時点)。

高効率照明
高効率空調

高断熱窓

太陽光発電

郊外の駅前再開発 スマートエコタウン星田関西電力グループの取組み
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エリア価値向上につながる幅広いエリアマネジメントサポートサービスの提供

コミュニティ形成や多世代交流による賑わい創出、安全性向上メリット

エリアマネジメント組織の運営およびコミュニティ活動をサポートします。

桜まつり

防犯活動防災活動

清掃活動

エリアマネジメント組織（エネマネ組織）運営サポート

「スマートエコタウン星田」では、住環境の質を高めるための取り組みである

「エリアマネジメント」を導入。

エリマネ組織より業務委託いただき、関西電力がエリマネ組織の立ち上げ

および運営全般をサポートしています。

これにより、エリア内にお住まいの方による管理組合(戸建・マンション)の

組織と管理行為を手がかりとした良好なコミュニティづくりなどが計画的に

進められます。

コミュニティ活動 ～エリマネ組織主体のイベント～

子育て交流会 大人の交流会 キッズセミナー

関西電力が中心となり、共用棟（戸建ブロック・マンションブロック)を活用した
各種交流会、ワークショップ、キッズセミナー等を企画運営します。
なお、エリマネ組織が中心となり、防犯・防災活動、清掃活動にも取り組んで
います。

■関西電力およびまちづくり活動を支援する企業が企画運営

1

■エリマネ組織が企画運営(委員会等にて検討)

戸建団地管理組合法人 シエリアシティ星田駅前
管理組合

星田駅北地区エリマネ組織

※ 画像はイメージです。

※ 画像はイメージです。

郊外の駅前再開発 スマートエコタウン星田関西電力グループの取組み
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エリア価値向上につながる幅広いエリアマネジメントサポートサービスの提供

コミュニティ形成や多世代交流による賑わい創出メリット

コミュニティづくりを支援する施設として、コミュニティHUB等の共用棟を設置しています。

会員専用のEVカーシェアサービスを提供し、非常時に蓄電池として活用します。

地域情報、学校イベント、エリマネ組織取り組み情報

②コミュニティを育む相互共用スペース

「スマートエコタウン星田」にお住まいの方は、戸建ブロックの共用棟とマンションブ
ロックの共用施設を相互で利用することができます。

戸建ブロックの共用棟 交流場にも、プライべートにも活用できる共用棟

暮らしをサポートする施設として、１階には本街区に住まう方々が
交流でき、貸切利用も可能なスペースやキッズコーナーを確保。
２階には、パーティーや映像鑑賞・各種教室などに利用できる
多目的室をご用意しています。

共用棟:コミュニティHUB 2F:多目的室1F:オープンラウンジ

マンションブロックの共用施設 イベントや個人利用もできる多彩な共用施設

パーティールームやコミュニティHUBをはじめ、豊かな暮らし
を育む多彩な共用施設を設けています。コミュニティHUB
とパーティルームは一続きでも利用可能です。

コミュニティHUB

パーティルーム

集会室として、また各種イベント活動
でも利用して頂けます。
1階には住民同士や友人を招いて楽し
めるパーティルームをご用意しております。 ④住民専用のポータルサイト

共用施設予約サービスページへのリンク機能
カーシェアサービスページへのリンク機能

カーシェアサービス提供 戸建ブロックの共用棟の場合

③非常時におけるEVの活用イメージ(V2H・V2X※)

戸建ブロック・マンションブロック共用棟に、環境にやさしいEVを配備しています。
非常時以外はカーシェアとして利用いただき、非常時には戸建ブロックの共用棟、
マンションブロックの共用施設にて蓄電池として利用します。

※ V2Hは「Vehicle to Home」、V2X は「Vehicle to X(様々なもの)」を意味し、電気自動車(EV)などのバッテリーから家庭等に電気を供給することを指します。

平常時からの防災教育および非常時のEV活用、情報発信等によるレジリエンスの向上

2

3

エリア内にお住まいの方専用のポータルサイトを運営し、地域情報等の発信や各種サービスの予約管理等を行います。4

発電した電気を
供給します。

余剰電力をEVへ蓄電
します。

※ 画像はイメージです。

停電時にも
EVの電気が使えます。
※電気の使用状況等に

よります。

郊外の駅前再開発 スマートエコタウン星田関西電力グループの取組み



The Kansai Electric Power Co., Inc.

24

会員登録済の

防犯性向上による安心・安全なまちづくりの実現メリット
巡回警備、街頭カメラの設置、街区内清掃や共用棟の運営補助を行うコンシェルジュサービスを提供します。

暮らしのサポートによる利便性向上メリット
地元の提携スーパーと連携した買物支援サービス「りんくるさん」を、周辺エリアも含めて提供しています。

街頭カメラ

5 6

訓練を受けた警備員のタウンアテンドが共用棟を拠点に街区に駐在し、
巡回警備します。

レジ近くにある
りんくるさんカード
を取って、お買い物商品
と一緒にレジへ

お買い物商品と
お届けサービス料金の
110円(税込)を
レジにて精算

ご自身でマイバッグ
もしくはレジ袋に
お買い物商品を
袋詰め

袋詰めされた
お買い物商品と
レシートを持って
お届けカウンターへ

お客さまご利用方法

街を見守るタウンセキュリティ

住まいを見守るセキュリティサービス

関電SOSセキュリティサービスで安心の暮らし。
異常を検知すると、監視センターへ異常信号を送信し、
警備員がスピーディーに駆けつけるサービス。
警備員の駆けつけとともにスマートフォンなどにメールで
通知し、侵入者との鉢合わせを防止します。

買物支援サービス「りんくるさん」

買い物後、宅配の流れ

提携スーパーなどで購入した商品を受付後、原則約３時間以内に宅配するサービスで
す。

※1 天候や交通事情により3時間を超える場合がございます
※2 12月31日のサービス受付時間は15時までとし､1月1日から3日はサービスを休止いたします
※3 上限は軽貨物車両１台程度となります

※ 画像はイメージです。

※1

※2

重たいものや、かさばるものを
お買い上げの時

まとめ買いなど
たくさんのお買い物をする時

雨の日などお買い物品を
運ぶのが大変な時

たくさんの
お買い物※3でも

エリア価値向上につながる幅広いエリアマネジメントサポートサービスの提供

5

6

郊外の駅前再開発 スマートエコタウン星田関西電力グループの取組み
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Suita SSTの概要

吹田市とのパートナーシップのもと、次世代スマートタウンづくりを推進。

地域の価値向上につながる取り組みを推進すると共に、超高齢社会を迎える日本

の社会課題解決やSDGsの達成､Society5.0の実現､万博をはじめとした関西に

おけるプロジェクトへ寄与することを目指します。

日本初※1「再エネ100タウン」※2 の
実現モデル構築

まちのエネルギーレジリエンス向上に向けた
エネルギーシステム構築

タウンテーマ

まちを通して提案する社会

※1 商業施設、住居施設を含む複合開発街区全体の消費電力を再生可能エネルギー100%とする取り組みは日本初。(当社調べ)
※2 ソーラープレミアム契約家庭の卒FIT電気や関西電力の再生可能エネルギーを含んだ電源を調達し、再エネ由来の非化石証書を活用することで、街区全体の消費電力を実質再生可能エネルギー100％で賄います。

日本初※1 再生可能エネルギー100%※2 型スマートタウン
開発の考え方

カーボンニュートラルが当たり前の社会
誰もが幸せに生きられるウェルビーイング社会

多世代居住 健康 地域共生

関西電力グループが
担うこと

ウェルネス総合施設
サ高住63戸

●所在地
大阪府吹田市岸部中

●面積
約2.3ha

●構成および用途

住宅(総数 362戸)
ウェルネス複合施設
複合商業施設、交流公園

●開発事業者等

開発事業者:パナソニックホームズ（株）

 ＪＲ西日本不動産開発（株）

パナソニックグループが進めるCRE(企業不動産活用)戦略に基づく工場跡
地等を活用したサスティナブル・スマートタウンプロジェクトの第3弾

郊外の未利用地再開発 Suita サスティナブル・スマートタウン(Suita SST)関西電力グループの取組み
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日本初※1「再エネ100タウン」※2の実現モデル構築

関電エネルギーソリューション(Kenes)がエリア一括受電を行い､関西電力が実質再エネ100パーセントの電気※２を供給します。
実質再エネ100％電気の使用によるエリア価値向上メリット

1

エリア一括受電により、電気の使い方が異なる複数用途の施設をまとめて1契約にすることで、個別に契約するよりも負荷を平準
化します。

基本料金の低減による経済性の向上
2

太陽光発電と蓄電池等の設置により再エネ自家消費の最大化を図ります。
再エネ比率増加による環境性の向上・電力会社からの購入電力量低減

3

21

各家庭の卒FITなどの電源

再生可能エネルギー電源

非再生可能エネルギー電源

石油 天然ガス 石炭

････など

････など

余剰電力買取

再エネ由来非化石証書

調達

調達

エリア
一括受電

実質
再エネ由来の
電気100%※３

協
力

3

※1 商業施設、住居施設を含む複合開発街区全体の消費電力を実質再生可能エネルギー100%とする取り組みは日本初。(当社調べ)
※2 ソーラープレミアム契約家庭の卒FIT電気や関西電力の再生可能エネルギーを含んだ電源を調達し、再エネ由来の非化石証書を活用することで、街区全体の消費電力を実質再生可能エネルギー100％で賄います。
※3 まちびらきから5年間は、街区全体の消費電力を実質的に再生可能エネルギー100%とし、それ以降については継続を目指します。
※ 画像はイメージです。

単身者向け
マンション

サービス付き
高齢者住宅

複合商業
施設

シニア向け
マンション

ファミリー向け
マンション

各施設で異なるエネルギー負荷形態

街区内創蓄エネルギー
・太陽光
・ＥＶ
・蓄電池

エネルギー負荷を平準化

メリット

メリット

郊外の未利用地再開発 Suita サスティナブル・スマートタウン(Suita SST)関西電力グループの取組み
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まちのエネルギーレジリエンス向上に向けたエネルギーシステム構築

エリア一括受電を活かし、2回線受電を採用しています。
停電リスクの低減1

非常時は太陽光発電や蓄電池、EV充放電器等の自立分散型エネルギーを活用します。
また、非常用発電機と合わせて、一部共用部へ72時間の電力供給が可能です。

非常時の自立運転による防災性の向上
2

ファミリー向け分譲マンション

太陽光
発電

蓄電池

パワー
コンディショナ

集会室

シニア向け分譲マンション

食堂

複合商業施設

共用カフェテリア

サービス付き高齢者向け住宅

ハイブリッド
パワー
コンディショナ

交流ホール

単身者向け賃貸マンション

エリア全体共用棟
Suita SST base

給水ポンプ 給水ポンプ

エネファーム

交流公園(提供公園)

非常用コンセント
Wi-Fiスポット

EV.充放電器

給水ポンプへ電気供給
住戸内トイレ･キッチン･洗面での利用可能

エリア一括受電
常時
予備

自
立
負
荷

太陽光
発電

蓄電池

パワー
コンディショナ

自
立
負
荷

太陽光
発電

蓄電池

パワー
コンディショナ

自
立
負
荷

契約者:契約者:

太陽光
発電

蓄電池
自
立
負
荷

非常用発電機 非常用発電機

再エネECOプラン

Kenes自営線で高圧供給

太陽光
発電

蓄電池

パワー
コンディショナ

自
立
負
荷

1

非常時には
「EV充放電器」と
「非常用コンセント」は
地域に開放されるため、
周辺住民も利用可能

停 電 時
供給設備

2

郊外の未利用地再開発 Suita サスティナブル・スマートタウン(Suita SST)

※ 画像はイメージです。

メリット

メリット

関西電力グループの取組み
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大 阪 府 泉 南 郡 岬 町 に お け る 蓄 電 所 事 業 へ の 参 画

◆蓄電所の概要
名 称：多奈川蓄電所
商業運転開始：２０２８年２月予定
設置場所：関西電力株式会社 多奈川発電所跡地

（大阪府泉南郡岬町多奈川谷川２５３９番地１３）
定格出力：９９ＭＷ
定格容量：３９６ＭＷｈ
敷地面積：約２０，０００㎡
電池方式：リチウムイオン電池

（蓄電所イメージ）

社名 役割

関西電力株式会社 事業開発統括、蓄電池の電池診断・運用支援

株式会社きんでん エンジニアリング、蓄電池調達、蓄電所建設

きんでん関西サービス株式会社 蓄電所の保守・メンテナンス

関電アセットマネジメント株式会社 多奈川蓄電所合同会社の運営管理

Ｅ－Ｆｌｏｗ合同会社 電力市場での蓄電池運用

多奈川蓄電所合同会社 多奈川蓄電所の保有

ＪＥＸＩ ストラクチャリング、資金調達支援

◆事業体制
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29万博における関西電力グループの取組み一覧

提供：２０２５年日本国際博覧会協会

空飛ぶクルマの離着陸場・
充電インフラ

提供：岩谷産業

©SkyDrive

未来の都市
（スマートポール）

©Expo 2025

関西電力送配電

電力館
電気事業連合会

夢洲駅

来場者移動EVバス・
走行中給電（  2か所）

万博会場へ太陽光、
水力、原子力、水素を
組み合わせたゼロカー

ボンの電力を供給

ゼロカーボンの電力供給
水素発電実証※

画像制作：関西電力・Osaka Metro
★

⚡

⚡

⚡

★

★

バス停建設・ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに
向けた情報発信（★3箇所）

※原子力由来の福井県産水素を燃料として一部供給

水素燃料電池船※の
船舶用充電設備の導入等
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30万博会場への水素発電による電力供給

水
素
供
給
設
備

撮影方向

工事前

水素受入設備

水素ガス圧縮機

水素ガスカードル

水電解装置

2025年1月15日撮影
水素供給設備 水素ガス製造量 : 600Nm3/h(200Nm3/h×3基)

水素ガス供給圧力: 0.8MPa

※本実証は、経産省・NEDOによるグリーンイノベーション基金の助成を受け実施

水素発電に係る運用技術確立のため、姫路第二火力発電所のガスタービン発電設備5号機
を活用した水素混焼発電実証※を行い、大阪・関西万博会場へゼロカーボン電力を供給
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31関西電力グループが関わるプロジェクト

空飛ぶクルマの離発着場・充電インフラ
運営に協賛するオリックス(株)と連携
(株)SkyDriveと共同開発中の充電設備を提供

来場者移動EVバス
会場内外でEVバス100台以上の
運行管理と充電の最適化に貢献

会場内EVバス停
未来社会をイメージした3か所のEVバス停を建築
し、映像機器等の演出を通じて、幅広い世代の方に
未来のエネルギーに関する情報を発信

©SkyDriv
e 画像制作：関西電力・Osaka 

Metro
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水素燃料電池船
岩谷産業(株)の水素燃料電池船開発

（NEDO助成事業）※に参画し、
エネルギーマネジメントシステム構築と

船舶用充電設備を導入

スマートポール（関西電力送配電）
未来の都市パビリオンにて、AIカメラや太陽光、
巻付サイネージを備えたスマートポールの実証と
自身のアバターによるAR体験

画像はイメージです ©Expo 2025

提供：岩谷産業

※「商用運航の実現を可能とする水素燃料電池船とエネルギー供給システムの開発・実証
（燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業）」
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今 後 の ゼ ロ カ ー ボ ン 電 源 の 見 通 し

メ
リ
ッ
ト

• 徹底した安全確保が不可欠
• 放射性廃棄物の問題
• 計画・建設・運転・廃止ま
でに⾧期間を要する

• 次世代核新炉技術の確立が
必要

• 出力が不安定
• エネルギー密度が低い
• FIT制度による国民負担

• 水素・アンモニア・CCUSな
ど新たな技術の確立が必要

• 初期段階においては水素・ア
ンモニアの価格が高額

• 水素・アンモニアサプライチ
ェーンの整備が必要

・温室効果ガスを出さない
・発電量の調整が容易
・電気・熱の双方活用が可能

・温室効果ガスを出さない
・資源が枯渇しない
・燃料費が不要

・温室効果ガスを出さない
・資源が政情の安定した

国に広く分布
・運転コストが低廉

デ
メ
リ
ッ
ト

 ゼロカーボン社会が到来する中で、いずれの電源も温室効果ガスを排出しないよう
になるが、依然として各電源には特有の性質があり、引き続きエネルギーのベスト
ミックスが必要です。

 また、特にゼロカーボン火力を中心に新たな技術の開発や燃料サプライチェーンの
構築が必要であり、国と事業者が協力してチャレンジしていく必要があります。

原子力再生可能エネルギー ゼロカーボン火力

関西電力グループの取組み
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CO2排 出 係 数 に つ い て

関西電力グループの取組み

関西電力グループでは、お客さまにお届けする電気のCO2排出係数を、非化石証書の
活用も含め、低減に向け取組み、トップランナー水準とすることを目標としておりま
す。

 2023年度の当社グループの国内発電事業に伴うCO2排出量は2,120万tとなりました。
 基準年度である2013年度比で56%削減となり、2025年度に50%削減する目標を2年前

倒しで達成しました。
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関西電力グループの取組み
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AGENDA

第７次エネルギー基本計画の概要
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（社会全体の課題）

2040年に向けた
政策の方向性

政策の
基本的視点

 エネルギー安定供給と脱炭素を両立する
観点から、特定の電源や燃料源に過度に
依存しないようバランスのとれた電源構
成を目指していく

 経済合理的な対策から優先的に講じてい
くといった視点が不可欠。脱炭素化に伴
うコスト上昇を最大限抑制

 エネルギー政策の要諦である、S+3E
（安全性、安定供給、経済効率性、環
境適合性）の原則を維持

第７次エネルギー基本計画の概要

出典：資源エネルギー庁「エネルギー基本計画の概要」（2025年2月）

脱炭素電源の拡大

 大規模な脱炭素電源開発への投資

 新技術の経済性

 人材育成や資材製造含むサプライチェーン
構築 等

国際協調

 世界情勢の変動を踏まえた安定供給とＧＸ
の同時達成 等

2 0 4 0 年 に 向 け た 政 策 の 方 向 性 と 課 題

第７次エネルギー基本計画

 2025年２月18日 第７次エネルギー基本計画が閣議決定されました。

 第7次エネルギー基本計画は、「Ｓ＋３Ｅ」、エネルギーの多様性の重要性や、ＤＸやＧＸ
の進展による電力需要増加が見込まれる中、エネルギーの安定供給確保とＧＸを同時達成し
ていく方向性が示されました。
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脱炭素電源の拡大と系統整備

 DXやGXの進展に伴い、電力需要の増加が見込まれる中、それに見合った
脱炭素電源の確保ができなかったために、国内産業立地の投資が行われ
ず、日本経済が成⾧機会を失うことは、決してあってはならない。

 再生可能エネルギーか原子力かといった二項対立的な議論ではなく、脱炭
素電源を最大限活用すべき。

 脱炭素電源への投資回収の予見性を高め、事業者の積極的な新規投資を促
進する事業環境整備および、電源や系統整備といった大規模かつ⾧期の投
資に必要な資金を安定的に確保していくためのファイナンス環境の整備に
取り組むことで、脱炭素電源の供給力を抜本的に強化していく必要があ
る。

第７次エネルギー基本計画

○ 脱炭素電源を最大限活用すべく、脱炭素電源への投資を促進する事業環境整
備、ファイナンス環境の整備に取り組む方針が示されています。
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【参考】脱炭素電源投資の重要性

2024/10/8 第64回基本政策分科会資料より引用

第７次エネルギー基本計画
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【参考】FIT／FIPによる再エネの導入容量、原子力の設備容量（見通し）

第７次エネルギー基本計画
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【参考】事業環境整備の必要性
第７次エネルギー基本計画
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【参考】2040年度におけるエネルギー需給の見通し
第７次エネルギー基本計画

○ 2040年度エネルギー需給の見通しは、諸外国における分析手法も参考としな
がら、様々な不確実性が存在することを念頭に、複数のシナリオを用いた一
定の幅として提示されました。

2025/2/18  第7次エネルギー基本計画 の概要より引用
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【参考】エネルギー需給の見通し（イメージ）

第７次エネルギー基本計画

2025/2/18 第7次エネルギー基本計画 の概要より引用
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【参考】第７次エネルギー基本計画に対する考え（電事連作成）
第７次エネルギー基本計画

2024/12/20 第7次エネルギー基本計画原案に対する考え（電気事業連合会）より引用



The Kansai Electric Power Co., Inc.

452 0 2 4 . 4 改 定

関西電力グループは、責任あるエネルギー事業者として安定供給を果たすとともに、

私たち自身のゼロカーボン化はもちろん

社会全体のゼロカーボンにも取り組んでいきます。

そのために、お客さまや事業パートナー、自治体など

あらゆるステークホルダーの皆さまと力を合わせて進んでいきたいと考えています。



ご清聴ありがとうございました。


